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ＡＴＲオープンハウス２０１９　～研究開発・イノベーション拠点が拓く未来社会～
研究開発・イノベーション拠点としてATRが国内外の機関と連携して取り組む活動を紹介し今後の展望を発信

　世界に誇る最先端研究と研究成果や社会課題をとらえた事業開発を一体として外部機関との共創で推進する。来場者の皆様にとっても、
第一線の研究者やベンチャー企業経営者、事業担当者と直接語り合うことで、このATRのビジョンをご体感いただく良い機会となったので
はないかと考えています。

　今年で9回目となるこの催しは、文部科学省のSSH（スーパーサイエンスハイスクール）事業の取り組みで、「科学のまちの子どもたち」プロジェ
クトの一環として、情報通信フェアの最終日に毎年開催されています。
　生徒と研究者や地域住民らとの間で熱心な対話が交わされ、科学に向き合う生徒たちの真剣な姿に、未来の研究者を感じた1日となりました。

講演セッション
　社長講演や４件のテーマ講演等に加え、「スペシャル・セッション
『10年後のヒューマノイド：脳科学、ロボティックス、AIの融合』」と
「電波COE特別企画：電波利活用強靭化セミナー」を設けました。
　ATRが長年培ってきたネットワークから招かれた国内外の著名な
研究者が講演や議論を繰り広げ、多くの方々が耳を傾けるさまは、
まさに「拠点」。講演会場は終始熱気にあふれていました。

ポスターセッション

中高生と研究者の出会い ～あなたの問いが科学を創る～
　学研都市およびその周辺の中学・高校18校が参加。「炎の色の並
び方」「マグナス力の利用～ブーメランへの応用を目指す～」「プラ
ナリアの多眼形成について」のほか、環境を含む幅広い科学分野の
研究成果が52テーマ発表されました。

講演会

「血液の流れを診る」
東京大学大学院情報学環
生産技術研究所　大島まり教授

展示
　脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学の４つ
の研究開発分野をはじめ、ATR関連会社、「けいはんなATRファン
ド」や「けいはんなリサーチコンプレックス事業」の支援を受けるベ
ンチャー企業、ATRとの関係が深い外部機関が、68件のポスター展
示とデモンストレーションを行いました。

まほろば・けいはんなSSHサイエンスフェスティバル 中高生ら750人が参加
主催 ： 奈良県立奈良高等学校　共催 ： （公財）関西文化学術研究都市推進機構　協力 ： 精華町、けいはんな科学コミュニケーション推進ネットワーク（K-Scan）

講演会後、大島教授も
ポスターセッションに参加されました。

研究者からのアドバイスや感想など
貴重なフィードバックをもらえる機会です。




